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就寝時アクチグラフを考慮したドライバの眠気レベル推定











Pejovicら [2]は，同一睡眠時間でも SWS(Slow-wave Sleep)
が少ないと睡眠不足の時に見られる反応時間の低下，日中の
強い眠気が発生すると述べている．本研究で予備実験として
就寝時と運転時の心電図計測を行った．22 日間の SWS 時の
LF/HF(交感神経活動) の最小値と運転時の LF/HF の S.D. の
相関結果を図 1に示す．
S.D. LF/HF While Driving

















































































インフォームドコンセントを取得した健常な学生 8 名（21 歳）
である．





図 6 より眠気レベル推定精度は 6% 向上し 73.6%, 相関 0.65
となり，従来の手法を上回る結果が得られた．また，図 7 より
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